
Ａ．排水機構の通気性状の把握
・実務者へのヒアリング等をもとに、排水機構の
形成方法を、シワ加工された透湿防水シートを
用いる方法、溝加工された外張り断熱材を用い
る方法の２つに分類しました。

・排水機構の通気抵抗を測定し、各種の排水機構
の仕様、任意の与条件における通気量を推計す
るための特性値を取得することができました 
(表１)。

・木造外壁における予防的な雨水浸入対策として、
外張り断熱材の内側に、排水機構として微小な
空隙を設ける工法が普及しつつあります。排水
機構は排水のために設ける空隙ですが、通気に
より断熱性能が低下する懸念がありました。

・本研究では、外張り断熱材の内側に排水機構と
して設けられる空隙が断熱性能に及ぼす影響を
把握することを目的とします(図１)。

本研究の成果は、今後の外張り断熱工法開発における基礎資料として活用されます。

図３ 各種条件における断熱性能の試算
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B．実験による断熱性能の把握 (図２)

C．各種因子の断熱性能に対する影響把握

・排水機構を設置する外壁の断熱性能を測定し、
排水機構の厚さが5mmの条件では、通気がな
い場合の熱抵抗と比べ、顕著な断熱性能低下が
認められました。

・一方で、シワ加工された透湿防水シートや溝加
工された外張り断熱材を用いた条件では、断熱
性能低下が見られませんでした。

・計算により壁体仕様や気象条件が断熱性能に及
ぼす影響を検討し、排水機構の厚さ、外壁の高
さ、外部風速の条件によっては断熱性能が低下
することを確認しました（図３）。

・排水機構の厚さが2mm以下では、外部風速
3m/s以下、外壁高さ6m以上の条件において断
熱性能低下が見られないことがわかりました。

図２ 断熱性能の測定結果

表１ 排水機構の分類と通気抵抗の特性値取得
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